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味覚は、食物として摂取するものに含まれる化学
物質を感知し、その食物が栄養素を含むか、害
となるかを判断する、重要な生体機能である。し
かし、「どのようにして味を感じるか」という分子レ
ベルでのメカニズムの理解は進んでいない。

味覚受容や味覚の情報伝達に関わる
タンパク質が機能する仕組みを解明
辛味や酸味の味覚受容体や味細胞内情報伝
達に関わる分子が存在するTRPチャネルファミ
リータンパク質が、多様な刺激に応答できる仕
組みを解明した。また、甘味やうま味の味覚受
容体T1rが、味物質を認識し、構造変化をおこ
して生体内に情報を伝える様相を明らかにした。

分子レベル味物質評価系の確立
これまで生体試料を利用する系では安定な解
析系がなかった味物質評価について、甘味や
うま味の味覚受容体T1r味認識領域の精製
タンパク質を用いて、生体の味認識に近い形
で味物質を評価できる技術を開発した。

味を引き起こす化学物質のセンサーで、味の情
報を生体内に伝える味覚受容体について、機能
するメカニズムを明らかにすることを目指す。 味
覚受容体はこれまで解析試料を作成するのが極
めて困難であったが、近年開発された技術を駆使
して試料作成条件を確立し、精度の高い構造・
機能解析からメカニズム解明につなげる。
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味覚受容体が応答し味覚情報として認識さ
れる物質の構造を科学的に推測し、その作用
を高精度に解析するなど、従来偶然の発見な
どに頼ってきた味物質開発の合理的アプ

ローチが可能になるとみこまれる。また、同様
の仕組みで機能する生体内の他の受容体に
ついても、機能メカニズムに基づいた創薬を
可能にすると期待される。
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本研究で見いだしたTRPチャネルモデルタンパク質TRPGzの機
能メカニズムの推定模式図．チャネル制御領域が柔軟な構造を
持っているため、多様な刺激に応答することができると考えられる。

分子レベル味物質評価系の模式図。精製タンパク質の利用
により、安定に精度高く味覚受容体の味物質認識を解析する
ことができる。


